






























ロル・グラック氏は、「国際日本研究 Internationalized Japan Studies/Globalized Japan Studies」などの訳
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語が試みられているが、挑戦的でクリティカルな報告と討論が示すように、ここで賭けられていることを
踏まえれば、この研究領域は偶発的（contingent）な日本研究とでも呼ぶべきものではないか、という問
題提起的な読み替えが示唆された。
総じて、人文研究の一領域でありつつ、領域横断的な議論が可能となる「国際日本研究」の可能性が
提起された討論であった。それはまた、日本研究者による、規範的なディシプリンに対するあくなき挑戦
の持続によってこそ可能となることが示された討論であったといえよう。
